


































































































































　演習記録は、A4 サイズ 1 枚であり 3 項目（血糖
自己測定、看護師役・患者役の血糖測定で考えた
こと・感じたこと）となっている。この項目ごと
に記録された文章へ IBM SPSS Text Analytics for 










































































































































ガティブ 66、ポジティブ 31、要望 11、提案・忠告
































・ 初めて血糖自己測定をする際には、 患者さんと一緒に測定することで患者さんはやり方を理解でき、 さらに自分で行うこと
に自信が持てるのではないかと感じた。
・ 測定器が使いやすくてわかりやすいので、 自分で実施するのは簡単だった。 測定器の表示が大きめに表示されるので糖尿
病で目が悪い方も見やすいと感じた。
・ 検査値や診断結果など、 特に実際に疾病を抱えている人は他者の目を気にするんだということがとてもよく分かりました。
・ 貴重な体験でもあり、 心して臨んだ。 測定器の取り扱いについては操作が思ったより簡易であると感じた。 穿刺器具も実際
針が見えないこともあり、 恐怖感が軽減された。
ネガティブ















・ 患者さんは痛いのを知りながら手を差し出してくれています。 そのことをしっかりと考え、 どんな声かけが必要かこれから先
も考えていきたいです。
・ 血液を押し出す際も、 あまり強く押すと組織液も混ざって血糖の値が変わってしまうという知識を持って、 正しい測定を行え
るように気をつけることも大切だと思った。
ネガティブ
・ 自分の体なら痛みを我慢すればよいが、 人の体に実施するとなるとなかなか針を刺すことができなかった。 自分も痛いと体
験したあとだったので余計できなかった。
・ 患者役の子よりも私の方があたふたしていて、 親指に刺していいよといわれて刺したのだけれど、 やっぱり皮膚が厚くて上
手くでてこなくて、 すごく申し訳なかった。
・ 他者に実施するのに今まで意図的に人を傷つけたことがないから少し不安だった。
・ 針を刺すことがとても怖かったが、 自分が怯えてしまっていると、 患者さんはより恐怖を感じるのではないかと思った。
・ 患者役の人に申し訳なく思い、 失敗しないようにしました。 安心できるように声を掛けたかったけど、 作業に集中して下ばか
り向いていたため目を合わせることができなかった。
・ 自分に痛みがないし、 他者の痛みの程度が分からず戸惑った。 自分に針を刺す時とは全然違ってとても緊張した。
患者役
ポジティブ
・ 看護師が次に行う動作に対しての説明、 声かけがあること。 また、 それに沿った手順が穿刺痛の緊張を和らげてくれると感
じた。
・ 自分で行うより、 人に触れられることで安心感がありました。
・ 実施される経験が初めてで、 このとき自分が感じた気持ちというのは患者も少なからず思っていることだと感じたので、 これ
からの経験に生かせたら良いと思いました。










・ 知っている相手でも、 この少しの穿刺が失敗したら嫌だと思いました。 そう考えると、 採血などその他の行為をされる患者さ
んはより強く思うと考えました。
・ 注射とは違った痛みで、 慣れていないせいか痛く感じた。 また、 自分の血液が押し出されているところを見ているので、 人
によっては気分が悪くなったりするのかもしれない。
・ 1 日 2 回であれば少しの痛みなのでそれほど負担はありませんが、 毎日となると大人の自分でもやはり嫌な気持ちになりま
した。
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